
第１０期第１回 

福祉のまちづくり推進会議 

議   事   録 

日 時：平成２９年１２月２２日（金）午後２時開会 

場 所：視聴覚障がい者情報センター ２階 大会議室 
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  １．開  会 

○事務局（中田企画調整担当課長） 定刻となりましたので、ただいまから第１０期第１

回札幌市福祉のまちづくり推進会議を開催いたします。 

 本日は、大変お忙しい中をお集まりいただきまして、どうもありがとうございます。 

 私は、福祉のまちづくり推進会議事務局の障がい福祉課企画調整担当課長の中田と申し

ます。 

 開会に当たりまして障がい保健福祉部長の山本からご挨拶を申し上げます。 

○山本障がい保健福祉部長 皆さん、こんにちは。 

 障がい保健福祉部長の山本でございます。 

 第１０期第１回札幌市福祉のまちづくり推進会議の開催に当たりまして、一言、ご挨拶

を申し上げます。 

 本日は、年の瀬を迎え、お忙しい中をご出席いただき、まことにありがとうございます。

また、当会議の委員をお引き受けいただいたことに重ねてお礼を申し上げます。 

 さて、札幌市では、全ての市民が安心して快適に生活できるまちを目指し、平成１０年

に札幌市福祉のまちづくり条例を制定したところです。皆様に委員を務めていただきます

札幌市福祉のまちづくり推進会議はこの条例に基づく組織でございまして、市民の皆様、

事業者の皆様と札幌市が協力して福祉のまちづくりを推進していくことを目的としており

ます。 

 本日の会議におきましては、前期の第９期の推進会議で審議された内容なども踏まえ、

今期の第１０期の推進会議の方向性なども議論していただきたいと考えております。 

 委員の皆様方におかれましては、福祉のまちづくりを推進していくため、それぞれのお

立場、また、さまざまな視点に基づいて活発なご意見をいただければと考えておりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（中田企画調整担当課長） それでは、ここで他の事務局職員を紹介させていた

だきます。 

 事業計画担当係長の樋口でございます。 

 事業計画担当の竹本でございます。 

 同じく、事業計画担当の高木でございます。 

 事務局は以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、事務局より、委員の皆様方の出席状況についてご報告申し上げます。 

 本日は、青野委員、石黒委員、石田委員、瀬川委員、照井委員、中ノ殿委員、山本委員

からご欠席のご連絡をいただいております。また、吉田委員は多少遅参されるということ

でございます。 

 当会議の委員数は２４名であり、現在出席されている委員の数は１６名ということで委

員の過半数が出席しておりますので、福祉のまちづくり条例施行規則第１４条第３項によ

り、当会議が成立することをご報告申し上げます。 
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 それでは、第１０期の最初の会議でございますので、委員の皆様方に自己紹介をお願い

したいと思います。 

 お席の順に、浅香委員からお願いいたします。 

○浅香委員 札幌市身体障害者福祉協会の浅香と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○麻生委員 札幌市精神障害者家族連合会の理事をしております麻生と申します。よろし

くお願いします。 

○石橋委員 北海学園大学工学部建築学科で教員を務めております石橋と申します。よろ

しくお願いいたします。 

○越智委員 公募委員の越智と申します。よろしくお願いいたします。 

○小野寺委員 公募委員の小野寺力と申します。今回初めて参加させていただきます。よ

ろしくお願いします。 

○木下委員 札幌市肢体障害者協会の木下と申します。よろしくお願いいたします。 

○近藤委員 札幌市視覚障害者福祉協会の近藤と申します。よろしくお願いいたします。 

○小林委員 札幌市老人クラブ連合会の事務局長をしています小林でございます。どうぞ

よろしくお願いします。 

○坂口委員 現職の労働組合の元締めというか、トップである連合のＯＢばかりが集まっ

ている退職者連合というところで、中央から都道府県、そして、各地区にあるのですが、

その札幌地区退職者連合で会長をやっております坂口と申します。第９期に続いて２期目

となります。よろしくお願いいたします。 

○鈴木委員 公募委員の鈴木正子と申します。皆さんの意見などを参考に、専門学校の生

徒に教えるときには共生について伝えたいと思っています。よろしくお願いいたします。 

○中田委員 公募委員の中田と申します。 

 私は、６年前ぐらいに福祉のまちづくりの委員を担当しまして、そのときは地下鉄に上

下移動のエレベーター等をつけるため、障がい者の方と一緒にまち歩きなどをしました。

今回もそういうことをしながら、より暮らしやすい優しいまちにしたいなと思い、応募し

ました。よろしくお願いします。 

○野川委員 札幌地区バス協会の事務局を担当しております野川と申します。前期に続き

まして今回も参加させていただきます。よろしくお願いいたします。 

○東委員 北海道建築士会札幌支部の東道尾と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○水尻委員 札幌市手をつなぐ育成会の水尻と申します。団体名だけだと何のことだとい

う感じですが、知的障がい者の親の会になります。知的障がい者本人が発言することはな

かなか難しいので、障がい者本人との橋渡しができればと思っております。よろしくお願

いいたします。 

○森岡委員 札幌市ボランティア連絡協議会の森岡三惠子と申します。よろしくお願いい
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たします。 

○沖村委員 公募委員の沖村と申します。視覚と聴覚の両方に障がいがある盲ろう者です。

音声通訳を受けておりまして、耳ざわりな点があろうかと思いますが、ご理解のほど、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（中田企画調整担当課長） 皆様、どうもありがとうございました。 

 続きまして、配付資料の確認をさせていただきます。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 事務局の樋口から資料の確認をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 まず、第１０期第１回札幌市福祉のまちづくり推進会議と記載されております本日の会

議次第、委員名簿、座席表、また、市民向け啓発冊子「こころのバリアフリーガイド」を

机の上にお配りしておりますので、ご確認ください。 

 次に、事前に送付させていただいた資料でございますが、資料１は、福祉のまちづくり

関係法令・条例等の制定経過と内容になります。また、その関係資料として、右上に資料

１－１と書かれている札幌市福祉のまちづくり条例と右上に資料１－２と書かれている札

幌市福祉のまちづくり条例施行規則になります。そして、資料２は第１期から第８期の福

祉のまちづくり推進会議の審議内容、資料３は第９期の福祉のまちづくり推進会議開催状

況になります。 

 以上、不足している資料はございませんか。 

 なければ、資料確認については以上となります。 

  ２．議  事 

○事務局（中田企画調整担当課長） それでは、議題に入ります。 

 今回の会議は、第１０期としては最初の会議ですので、会長及び副会長を決める必要が

ございます。会長、副会長が決まるまでは障がい保健福祉部長の山本が議長を務めさせて

いただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○事務局（中田企画調整担当課長） ありがとうございます。 

○事務局（山本障がい保健福祉部長） 山本でございます。 

 それでは、しばらくの間、議長を務めさせていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 まず、最初の議題といたしまして、札幌市福祉のまちづくり条例施行規則第１２条に基

づき、委員の皆さんの互選により、会長及び副会長を選出いたします。 

 会長に立候補される方、または、推薦される方はいらっしゃいますでしょうか。 

○小林委員 私から提案させていただきたいと思います。 

 第９期の優しさと思いやりのバリアフリー部会の部会長を務められ、また、この会議の

委員になってらっしゃいます３期目の石橋委員にお願いしたいと思いますが、いかがでし



- 4 - 

ょうか。 

○事務局（山本障がい保健福祉部長） ただいま、小林委員から会長に石橋委員を推薦す

るというご意見がございましたが、ほかにご意見はございますでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○事務局（山本障がい保健福祉部長） なければ、会長を石橋委員にお願いすることを承

認される方は拍手をお願いいたします。 

（賛成者拍手） 

○事務局（山本障がい保健福祉部長） ありがとうございます。 

 それでは、石橋委員には会長をよろしくお願いいたします。 

 続きまして、副会長の選任ですが、同じように、立候補される方、または、推薦される

方はいらっしゃいますでしょうか。 

○石橋会長 石橋です。 

 福祉のまちづくりを考えるに当たりましては身体障がい者当事者の方の意見が非常に大

事だと思われます。とりわけ、多種多様な身体障がいのある方のご意見に精通されておら

れます身体障害者福祉協会会長の浅香委員に、第９期に引き続き、副会長をお願いしては

いかがかと思います。 

○事務局（山本障がい保健福祉部長） ありがとうございます。 

 ただいま、石橋委員から副会長に浅香委員を推薦するというご意見がございましたが、

ほかにご意見はございますでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○事務局（山本障がい保健福祉部長） なければ、会長を浅香委員にお願いすることを承

認される方は拍手をお願いいたします。 

（賛成者拍手） 

○事務局（山本障がい保健福祉部長） ありがとうございます。 

 それでは、浅香委員には副会長をお願いいたします。 

 石橋委員、浅香委員は、会長席、副会長席に移動をお願いいたします。 

〔会長、副会長は所定の席に着く〕 

○事務局（山本障がい保健福祉部長） それでは、新会長、また、新副会長にご挨拶をい

ただきまして、以降の会議の進行をよろしくお願いいたします。 

○石橋会長 ただいまご推薦いただきました第１０期の会長を務めさせていただくことに

なりました石橋でございます。どうかよろしくお願いいたします。 

 今期は第１０期ということで、一つの節目となる期の会長を務めさせていただくことに

なりまして、改めて身の引き締まる思いです。 

 世の中にはいろいろな方がいらっしゃいます。この会議の委員を務めておられる方もそ
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うだと思いますが、目に見える、わかりやすい、理解されやすい障がいを持っておられる

方もいらっしゃれば、一見して障がいを持っていることがわからないような方もいらっし

ゃいます。高齢者を初め、子連れの方や一時的に病気を持っていて移動が非常に困難な方

などもいらっしゃいますし、昨今はＬＧＢＴという性的な問題を抱えている方もいらっし

ゃると聞き及んでおります。こういう非常に多種多様な方が少しでも安心、快適に暮らし

ていくため、施策や制度、ハード、さらには移動環境が整えられてきているのが現状です。 

ただ、私は学生にもよく言っていますが、その整備されている制度や設備、施設が本当に

有効に機能しているかどうかについて、確認、検証する時期にそろそろ差しかかっている

のかなと思います。 

 この後、第１０期の推進会議の検討事項についてご意見をいただきたいと考えておりま

すが、そういったことも踏まえて皆さんと一緒に考えていきたいと思っておりますので、

どうかよろしくお願いいたします。 

○浅香副会長 副会長を仰せつかりました浅香と申します。 

 今、石橋会長におっしゃっていただいたとおりですが、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○石橋会長 先ほども申し上げましたが、本日の会議は第１０期の最初の会議となります

し、本日出席の委員の中では新たに委員に就任された方が４名おられます。 

 まずは、福祉のまちづくりの関連法制度や当会議のこれまでの審議内容などについて、

事務局からご説明をよろしくお願いします 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 事務局の事業計画担当係長の樋口でございます。 

 私からは、福祉のまちづくりの関係法令、条例等の制定経過と内容、福祉のまちづくり

推進会議の審議内容についてご説明いたします。 

 第９期から引き続きの委員の皆様、また、バリアフリーについて既に十分に理解されて

いる委員の皆様におかれましては少し長い説明となりますが、ご理解をお願いいたします。 

 また、今回初めて委員になられた皆様には、福祉のまちづくりについてのより詳しい説

明や資料が必要でしたら、いつでも事務局宛てにご連絡いただきますよう、お願いいたし

ます。 

 それでは、右上に資料１と書かれている福祉のまちづくり関係法令・条例等の制定経過

と内容をごらんください。 

 この資料は、国の法令、北海道、札幌市の条例の制定と基本構想策定の経過を時系列で

整理したものになります。この資料につきましては事前に送付させていただいておりまし

たので、説明については省略させていただきます。 

 次に、福祉のまちづくり推進会議の審議内容等について説明いたします。 

 最初に、第８期までの審議内容について概要を説明させていただき、その後、直近の第

９期の開催状況について説明させていただきます。 

 まず、右上に資料２と書かれている第１期～第８期福祉のまちづくり推進会議の審議内
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容をごらんください。 

 かいつまんで説明させていただきます。 

 札幌市は、障がいのある方や高齢の方を含め、全ての市民が安心して快適に暮らし、み

ずからの意思で自由にあらゆる社会活動に参加できる福祉のまちづくりを推進するため、

平成１０年１２月に福祉のまちづくり条例を制定いたしました。この条例は、平成１１年

６月から施行しておりますが、条例の第２９条に規定されている福祉のまちづくり推進会

議は平成１１年９月に発足したものです。 

 当推進会議は、福祉のまちづくりの推進に関する重要事項を調査、審議するために設置

するものとされておりまして、任期は２年で、現在までに第１期から第１０期までを設置

したところです。 

 まず、資料の中段にあります第３期の推進会議になりますが、福祉のまちづくり条例改

正検討部会という専門部会を設置し、平成１７年１２月の条例改正までの検討を行いまし

た。このときの大きな改正点は建築物の整備基準でしたが、５，０００平米以上の建築物

の車椅子使用者トイレの１以上をオストメイト対応とすること、２，０００平米以上の建

築物のトイレに乳児用椅子または乳児用ベッドを設置することなどが改正されました。 

 次に、第５期の推進会議になりますが、二つの専門部会を設置しております。第２次札

幌市交通バリアフリー基本構想検討部会では、平成２１年３月策定の新・札幌市バリアフ

リー基本構想の検討を行いました。優しさと思いやりのバリアフリー検討部会では、第５

期、第６期の２期にわたって、従来の数値化したバリアフリー基準のみに頼るのではなく、

優しさと思いやりの視点に立ち、人の目や感覚に基づく新たな取り組みを検討してきまし

た。第５期の平成２１年８月には「優しさと思いやりのバリアフリーについて」という報

告書を作成しています。 

 第６期の推進会議では優しさと思いやりのバリアフリー部会を設け、第５期の報告書の

内容も踏まえ、平成２２年９月の優しさと思いやりのバリアフリーに関する要綱、公共的

施設のバリアフリーチェックシステム実施要領、危険施設等通報システム運営要領の制定

と優しさと思いやりのバリアフリーのシステム運用開始までの検討を行っております。ま

た、部会委員が平成２２年度と平成２３年度の公共的施設のバリアフリーチェックを視察

し、部会と推進会議でその検証を行いました。 

 資料の裏面をごらんください。 

 ここで、公共的施設のバリアフリーチェックシステムと危険施設等通報システムについ

てご説明させていただきます。 

 まず、公共的施設のバリアフリーチェックシステムについてですが、こちらは、従来の

数値化されたバリアフリー基準のみに頼るのではなく、人の目や感覚に基づく新たな取り

組みとして、札幌市が公共的施設を整備する際に障がいのある方や高齢の方などによるバ

リアフリーチェックを実施して意見を求めるものです。 

 札幌市が行う２，０００平米以上の公共的施設の新増改築、道路、公園の整備等を対象
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としており、札幌市老人クラブ連合会と札幌市身体障害者福祉協会から推薦された方々に

バリアフリーチェックを行ってもらいます。また、福祉のまちづくり推進会議の専門部会

委員にも、本システムの検証のため、ご参加いただいております。 

 続きまして、危険施設等通報システムについてですが、こちらは、保健福祉局に市民か

らの通報窓口を設け、人の目や感覚により、多くの人が利用する公共的施設における危険

な箇所を早期に発見して対策を講じることにより、事故等を未然に防ぐものです。その対

象は、多くの人が利用する建築物等で、いわゆる公共的施設の廊下、階段、便所、敷地内

通路、駐車場、出入り口、エレベーターその他の部分の構造、配置及び設備に関し、法令

や条例等に規定する整備基準を満たしているか否かにかかわらず、通常有すべき安全性を

欠き、または、それに準ずる状況にあり、施設の利用者等の身体に具体的な危険をもたら

す箇所となっております。 

 第７期の推進会議では、二つの専門部会を設置しております。優しさと思いやりのバリ

アフリー部会につきましては、部会委員が平成２３年度と平成２４年度の公共的施設のバ

リアフリーチェックを視察し、部会と推進会議でその検証を行っていただきました。また、

心のバリアフリー部会では、本日、皆様にお配りしております、市民向け啓発冊子「心の

バリアフリーガイド」を作成し、平成２５年８月に発行しております。 

 第８期の推進会議では、新・札幌市バリアフリー基本構想見直し検討部会と優しさと思

いやりのバリアフリー部会の二つの専門部会を設置しております。新・札幌市バリアフリ

ー基本構想見直し検討部会では、基本構想の見直しについて審議を行い、全体会議で報告

を行っております。基本構想は平成２７年３月に改正されています。もう一つの部会の優

しさと思いやりのバリアフリー部会では、部会委員が平成２５年度と平成２６年度の公共

的施設のバリアフリーチェックの視察を行い、部会と推進会議でその検証を行いました。 

 第８期までの審議内容については以上になります。 

 続きまして、直近の第９期の開催状況を説明いたします。 

 右上に資料３と書かれている第９期福祉のまちづくり推進会議開催状況をごらんくださ

い。第９期に開催いたしました全体会議と専門部会ごとに整理をしております。それぞれ

の会議について、その中で審議された議題等をあわせて掲載しております。 

 全体会議につきましては、第１回を平成２７年１２月１６日に、第２回を平成２９年８

月２８日に、合計２回開催いたしました。 

 専門部会につきましては、第１回の全体会議において、公共的施設のバリアフリーチェ

ックシステムと危険施設等通報システムを検証する優しさと思いやりのバリアフリー部会

と心のバリアフリーガイドの検証やその他マナー問題といったソフト面の検討を行う心の

バリアフリー部会を設置することとなりました。 

 優しさと思いやりのバリアフリー部会は、第１回を平成２８年１月２７日に、第２回を

平成２８年１２月１２日に、合計２回開催いたしました。また、平成２８年２月１７日に

西２丁目地下歩道、平成２８年１０月５日に白石区複合庁舎について実施したバリアフリ
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ーチェックの視察をし、部会と推進会議でその検証を行いました。あわせて、危険施設等

通報システムについても検証いただいております。 

 心のバリアフリー部会は、第１回を平成２８年５月１１日に、第２回を平成２８年１０

月１４日に、第３回を平成２９年１月２３日に、第４回を平成２９年６月１９日に、合計

４回開催し、本日、皆様にお配りしました市民向け啓発冊子「心のバリアフリーガイド」

の見直しについて審議を行っていただきました。 

 なお、「心のバリアフリーガイド」の見直し版につきましては、今年度末の完成に向け

まして、現在、作業を進めているところです。 

 以上が第９期の福祉のまちづくり推進会議の開催状況になります。 

○石橋会長 ありがとうございました。 

 それでは、資料が非常にたくさんあり、お目通しいただくのに時間もかかろうかと思い

ますけれども、ただいまの事務局からの説明についてご質問などがございましたら、よろ

しくお願いいたします。 

○小野寺委員 全体的な内容について全く異論はないのですが、表記の仕方や説明の仕方

についてです。これは基本的な言葉の使い方かと思いますので、ここで質問していいのか

どうかを疑問に思ったのですが、発言させていただきます。 

 表現をするとき、この資料や「心のバリアフリーガイド」を見ても、「高齢の方や障が

いのある方」と「高齢者、障がい者の方」の表記の違い、あるいは、高齢者を前に持って

くるのと障がい者を前に持ってくるのには何か意味があるのでしょうか。 

 国から出ているものは、大体、高齢者が最初に来ると思うのですけれども、こちらは「高

齢者、障がい者」と「障がい者、高齢者」とまちまちなのです。例えば、資料１を見ても、

二、三カ所あり、まちまちなのです。これは、年代なのかな、それとも、時期なのかなと

思ったら、またもとに戻っているのです。 

○石橋会長 今の言葉の使い方について、事務局よりご回答ください。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 福祉のまちづくりの事務局について、過去、札幌市

の中の高齢部門と障がい部門で移管し合っていた時期があるのです。直近で障がい福祉課

に移管したのは平成２６年度と記憶しているのですけれども、恐らく高齢部門であったと

きには高齢者の方が先にし、障がい部門のときには障がいの方が先になっているのだと思

いますが、これには明確なルールはありません。 

 今は事務局が障がい部門にありますので、障がいの方、高齢の方と統一している途中で

ございます。 

○小野寺委員 では、これも直るわけですか。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） そうですね。 

○小野寺委員 これに特別な意味はないのだと思いますし、読んでいるほうも全く気がつ

かないとは思います。 

 ただ、私が委員として参加することが決まり、知り合いに集まってもらい、話をしたと
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きにこれは何か順番があるのかと言われたものですから、機会があったら聞いたほうがい

いなと思ったのです。 

 この内容について全く異議はないのですが、表記の仕方を尋ねさせていただきました。 

○石橋会長 ありがとうございます。 

 また、先ほどご指摘があったのですけれども、例えば、高齢者や身体障がい者の方とい

う言い方のほか、障がいを持っておられる方とあったり、法律用語で障害者とあったり、

表記の揺れは実際にあろうかと思います。そこにつきましては、混乱がないよう、なるべ

く統一を図ったほうがいいのかなと私も考えます。 

 今、吉田委員が到着されましたので、自己紹介をよろしくお願いします。 

○吉田委員 おくれて申しわけありません。 

 まちづくり推進会議に参加させていただきます北翔大学の吉田と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○石橋会長 ありがとうございました。 

 そうしましたら、引き続き、関係法制度やこれまでの会議の経緯についてご質問等はご

ざいますでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○石橋会長 もしお気づきの点がありましたら、最後にご質問していただいても結構です

ので、議事を先に進めさせていただきます。 

 それでは、四つ目の議題になりますが、第１０期推進会議の検討事項及び専門部会の設

置について、事務局からご説明をよろしくお願いいたします。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 事務局の樋口でございます。 

 第１０期推進会議の検討事項及び専門部会の設置についてご提案いたします。 

 昨年４月に障害者差別解消法が施行されたこともあり、施設整備などのハード面でのバ

リアフリー化はもちろんのこと、偏見や無理解といった心のバリアを解消するソフト面で

のバリアフリーもより重要となってきております。つきましては、第１０期におきまして

も、第９期と同様に、ハード面とソフト面の両面から審議を行うこととして、それぞれの

審議を行う二つの部会を設置し、各部会においてそれぞれ議論を行っていただき、その内

容を全体会議で報告していただくといった流れを考えております。 

 具体的な審議事項につきましては各部会で改めて検討していただきたいと思いますが、

事務局としましては、ハード面の審議を行う部会におきましては、第９期においても検証

を行っていただきました公共的施設のバリアフリーチェックシステムの検証とその見直し

などについてご審議いただきたいと考えているところです。 

 平成２８年１１月にオープンしました白石区複合庁舎につきましては、設計段階と施工

段階の２回のバリアフリーチェックを行いましたが、設計段階の図面によるチェックにお

いては、図面から全ての状況をイメージしていただくことに限界があったこと、また、２

回目のチェックの際には、安全面の確保等の関係からオープン直前になってしまいまして、



- 10 - 

ほぼ完成した状態であったため、その場でいただいたご意見を反映する時間的、予算的な

余裕がほとんどありませんでした。 

 障がいのある方や高齢の方からお伺いしたご意見を札幌市の施設整備に活用するという

仕組み自体は今後も進めていきたいと考えておりますが、それをどのような方法で、どの

ようなスケジュールで進めると今まで以上によりよいものにできるのかを中心にご審議い

ただければと考えております。 

 また、ソフト面の審議を行う部会においては、現在、見直し版の作成を進めております

「心のバリアフリーガイド」について、小学校高学年向けのわかりやすい版の内容等につ

いて審議をお願いできればと考えております。 

 「心のバリアフリーガイド」の見直しの際に、主に当事者団体の方を対象として実施し

たアンケート結果や部会での委員の方から、小さな子ども向けのガイドがあってもよいの

ではないか、学校などに配付して周知させてほしいという意見がありました。そこで、今

回見直しを進めております心のバリアフリーガイドをもとにわかりやすい版を作成するこ

とにより、こうした対象にも周知を図っていきたいと考えております。 

 また、現在、障がい福祉課では、小学校６年生向けに「バリアフリー大研究」という福

祉読本をつくり、市内の小学校の学生に毎年お送りしているのですけれども、こちらの内

容がかなり古くなってきていることから、今回検討を考えております小学校高学年向けの

わかりやすい版を作成し、「バリアフリー大研究」にかわるものを配付したいと考えてお

ります。 

 第１０期推進会議の検討事項及び専門部会の設置についての事務局の提案は以上となり

ます。 

○石橋会長 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの事務局からのご説明、ご提案について、ご質問やご意見などがご

ざいましたら、よろしくお願いします。 

 本日は、今期の初めての会議ということもございますので、全体会議、また、先ほどご

提案がありましたハード面について主に議論をする部会とソフト面について議論をする部

会での審議事項として取り上げてほしいというようなこと、あるいは、どんな議論をした

らよいのかも含め、忌憚のないご意見をいただけたらと思いますが、いかがでしょうか。 

○越智委員 公募委員の越智でございます。 

 事務局から今期の検討課題について考えてくださいという文書をいただき、自分なりに

考えたのですけれども、ハード面とソフト面についての検討は大きく言えばそのとおりだ

と思います。そこで事務局に一つお願いをしたいのは、札幌市では、福祉のまちづくりに

係る施策について、いろいろな体系を持ってやってきていますけれども、それを１枚物に

して、図示化したものを用意していただきたい、あるいは、もしそれが既にあればいただ

きたいと思っております。 

 というのは、関連施策について、ハード面の整備だけを考えておりましても、実際には、
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公園もあれば、道路もあれば、建物もあり、事業部局がそれぞれ分かれていますよね。そ

れは当たり前ですけれども、こういった字面で読むとちょっとわかりにくい部分もたくさ

んあるのです。そこで、それらをＡ３判などの１枚物の図面に落とし、イメージ的に概略

を捉えやすいような資料を用意できないかと思っております。 

 例えば、まちづくり条例について、文言を見ますと、基本的には、ハード面についての

内容です。それはそれでいいのですけれども、ソフト面の福祉のまちづくりという観点か

らは、ハードばかりではなく、ソフトも当然あるわけです。それがまちづくり条例の中で

はどううたわれているのかを見ましたら、広く捉えている部分もあるのでしょうが、条文

の中ではっきりとうたわれていないのです。 

 福まち条例はハード面の整備だけを目的とはしていないと思うのですが、ソフト面につ

いて具体的にどのように考えているかについて、極めて基本的なことで申しわけないので

すけれども、教えていただきたいと思います。 

 また、これからの取り組みとして、ソフト面については極めて大事だなと私も思ってい

ます。今回ありましたように、福祉読本、あるいは、今回提示されましたガイドブックな

ど、いろいろな資料の充実化を図っていくのでしょうけれども、現在の札幌市の教育体系

の中で、小学校や中学校において福祉のまちづくりという視点から特別な授業をやってい

るのかどうかです。資料をつくり、一通りの説明をしたとしても、預けてしまって、あと

は読んでくださいではなかなかわからないのだろうと思うのです。 

 札幌市の福祉のまちづくりを考えた場合、福祉に限定する狭い範囲ではなく、広く言っ

てしまえば、誰もが共通に生きるという権利を守る立場だと思うのです。そういったこと

でいくと、少なくとも学校教育の中できちんと捉え、充実化を図っていくことが必要だと

思うのです。ですから、資料をつくることとあわせて、それをどういうふうに学校教育の

中で生かしていってもらうべきなのかについて、この会議の中で検討されたらどうかと思

います。 

○石橋会長 ご意見をありがとうございました。 

 今お話しいただいたご提案は３点があったかと思います。 

 まず、１点目は、札幌市全体のさまざまな部局における福祉的な施策みたいなものを資

料にして、例えば、イメージ図のようなもので示していただくことはできないかです。 

 ２点目は、特にソフト面の考え方についてです。私もなかなか理解できていないところ

ですけれども、特にソフト面の取り組みなどを紹介してもらいたいということです。 

 ３点目は、小学校教育での福祉のまちづくりの取り組みについて、この会議で議論する

のはいかがかということです。 

 事務局からご回答していただけることがありましたら、よろしくお願いします。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 今、越智委員からいただきました３点についてです。 

 まず、１点目ですが、既存の資料からそういったものが見当たらないものですから、宿

題とさせていただきまして、次の部会なりで提示できないかを検討させていただきたいと
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思います。 

 この際、イメージの方向性などに関して越智委員に別途ご相談することもあろうかと思

いますかせ、よろしくお願いいたします。 

 次に、２点目のソフト面の施策についてです。確かに、条例上、文言が薄いのかもしれ

ませんが、そもそも、福まち条例は、ハードだけではなく、ソフト施策も重要だと考え、

つくられた条例であると認識してございます。また、障害者差別解消法も施行され、合理

的配慮が行政に義務づけられていますので、我々としても、障がいの方、また、高齢の方

への理解促進といったソフト面は非常に重要と考えておりまして、昨今の福まち会議の中

でも、ソフト面の部会を継続的に設け、いろいろな検討をしているところです。 

 次に、３点目の小学校等教育に関する取り組みについてです。もちろん、この推進会議

でご議論いただくことは大事なことかと思いますが、現在も、出前講座を行ったり、福祉

読本を送りつけるだけではなく、小学校の総合学習の時間に私どもがお伺いし、心のバリ

アフリーや共生社会、障がい特性の配慮例の普及に努めているところです。 

 いかんせん、学校の授業やカリキュラムについては先生や学校の裁量があるので、行政

が強制的に入っていくことがなかなか難しい現状もございますが、そういったことも踏ま

え、今後どのように普及啓発をしていけばいいかについてご議論いただければありがたい

と思います。 

○石橋会長 ほかの委員からご意見等はございますか。 

○鈴木委員 公募委員の鈴木です。 

 今、ヘルプマークができ、区役所の窓口に行ったらもらえるらしいのですね。私も通勤

で電車に乗っているわけではないのですが、皆さんの中にヘルプマークをつけた方をごら

んになった方はいますか。 

 ヘルプマークというのは、ヘルプミーの意味らしいですね。 

 私が一人で考えたのではなく、去年に参加した会議の中であったことで、忘れないよう

に持ってきたのですけれども、こんなものは見たことがありますか。 

 これは、ヘルプマークの逆なのです。私はお助けしますよという意味のカードです。東

京の何区だったか、これをつけていると、何か助けてねと言われたら、私はお助けします

よという意味になるらしいのです。これには丸やバツの印がついており、カラフルなゴム

がついています。 

 これがなぜすごく印象に残ったかというと、多分、大量発注すると、このプラスチック

は安いのだろうなということ、また、障がいのある方のお仕事になるなということからで

した。６本の色をそろえて切る、あるいは、結ぶという作業で、就労支援の一環にもなる

なと思ったのです。私もこれを買って、つけて地下鉄に乗ったのですが、ガラス越しにこ

れを見ている方の目線を感じたのですね。 

 そこで、こういったことを札幌市でやっていくのはどうか、皆さんのご意見も聞きたい

と思います。 
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○石橋会長 ありがとうございました。 

 助けてほしいではなく、私はお助けしますよというサインですね。それが東京でやられ

ているということをご紹介いただきましたが、この札幌版の取り組みができないかという

ご提案です。 

 私も不勉強で、見たことがなかったので、順番に回していただこうと思います。 

 まず、こういう多様なサインにつきましては、先ほど事務局からご紹介がありました「心

のバリアフリーガイド」の２４ページから載っております。助けますよではなく、助けて

ください、もしくは、理解をしてもらいたい、配慮をしてもらいたいといったことをアピ

ールするなど、いろいろな目的を持ったサインがありまして、２７ページには警察関係の

サイン等もあります。 

 これは前期に吉田委員が中心となってまとめていただきました「心のバリアフリーガイ

ド」の改訂版に新しく加わるか聞き及んでおりますが、まず、札幌市において、今回して

いただいているような助けますよといったことを示すようなサインについて、そういう類

いのものがあるかないかを教えていただきたいと思います。 

○事務局（中田企画調整担当課長） 今ご提案いただきましたマークは、私も実は初めて

拝見したものでございますが、現在の札幌市の制度の中ではこういった公式なマークはご

ざいません。 

 おっしゃっていただいたようなヘルプマークにつきましては２カ月ほど前に配布を開始

したところでございまして、今は普及啓発にかなり一生懸命取り組んでおります。ただ、

やってみて、一般の方に浸透させるのはなかなか難しいなと一方で感じているところでご

ざいまして、配って終わりではなくて、普及啓発をこれからも続けてまいりたいと考えて

おります。 

 また、今ご提案いただいたマークについては、恐らく、行政でこれまで制度化されたも

のは少ないのかなと考えております。今、東京都とおっしゃいましたけれども、我々のほ

うでもそういう情報は持ち合わせておりません。ただ、そういうものを持って手助けをし

たいという方もたくさんいらっしゃると思いますし、逆に、何か困っているときにお願い

をしやすくなるという意味では、趣旨としては大変すばらしいものだなと感じております。 

 これについて、今すぐ制度化することにはならないと思うのですけれども、例えば、心

のバリアフリー部会でご議論いただくということは大変有意義なことではないかなと考え

ますので、そういうことも含め、お話をしていただくということは大変よろしいのではな

いかと思います。 

○石橋会長 今ご説明がありましたが、そういうことでよろしいでしょうか。 

○鈴木委員 結構です。 

 やはり、ハード面は割と進みやすいのですけれども、心のバリアフリーといったとき、

きっかけとして、カードやキーホルダーが必要ではないかと思います。 

 今、社会福祉法人については地域貢献をしなさいということが義務化されています。自



- 14 - 

分の住んでいる町内会でも福祉施設が市民向けに講座などを開いていると回覧板で目にと

まるのですが、そういった講座やセミナーで知らない人によくわからない精神や知的の障

がいというのはこういうものだよという講座を設けたとき、リボンなんかを差し上げて、

心にとめておいていただく活動もありますので、そうしたことが教育の中の一環として進

められるかなと思いました。 

○石橋会長 いろいろと情報を提供していただき、ありがとうございます。 

 先ほどの事務局からのご説明もありましたが、心のバリアフリー部会においては、こう

いう類いのものについて、情報収集も含め、議論していくことをご検討いただけたらなと

思います。 

 そうしましたら、ほかの委員からご意見がございましたら、よろしくお願いします。 

○水尻委員 札幌市手をつなぐ育成会の水尻でございます。 

 まず、ハード面について、何年か前に冬のバリアフリーについて調査されていたかと思

います。私はそのころは在籍していなかったものですから、結果がどうなっているのかが

わからないのですが、先ほど石橋会長にもお話しいただきましたように、ハード面がかな

り整っているところでも雪が降った途端に全部おじゃんになるという場面を目にすること

が非常に多いです。 

 必ず除雪しなければいけないなど、いろいろなことを決めていただいているのですが、

まだまだ及んでいないところがあって、公共施設までの点字ブロックが雪の下になってい

たり、気がつくだけでもいろいろとあって、ほかにもかなりたくさんありますので、その

あたりをどういうふうにしていくかについて取り組めたらいいかなと思います。 

 また、公共施設の視覚の表示についてですが、新旧で表示がばらばらで、知的障がいが

ある方にはわかりづらいものがあります。デザインはとてもおしゃれなのですけれども、

何だろうというと思うものがあるのです。例えば、トイレについて、公共施設では余りな

いのですけれども、一般の施設では非常にわかりづらいことがあります。障がいのある方

は視覚的なことに頼ることが多いですので、そのことについて何かできればなというふう

に思います。 

 また、ソフトに関して、先ほどヘルプマークのお話が出ましたが、知的障がいがある方

でも漢字や英語が読めない方がいらっしゃるのです。しかし、カードがあると、私はこう

いうことなので、この漢字を読んでくださいなど、そうやって使っている方がいらっしゃ

ったのですね。 

 今度、小学生向けにつくられるということで、ヘルプカードついては当然載っているの

かなとは思うのですけれども、まだ新しいものですので、周知に向けて取り上げていただ

ければと思います。 

○石橋会長 ありがとうございました。 

 水尻委員からのご意見としましては、ハード面について、冬のバリアフリー、特に積雪

対策、また、公共施設のサインについて、トイレのサインを例として出していただきまし
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たけれども、わかりにくいものが見受けられるということで、それらを題材として議論を

してはどうかということでした。 

 もう１点は、ソフト面、特に表記についてです。漢字や英語の表記など、昨今、中国や

韓国、さらには東南アジアなど、非常に多様な国の観光客の方がいらっしゃいまして、ど

こまでとするかはあるかと思うのですけれども、読めない、理解できない場面が散見され

るといったことを題材に部会で議論をしたらどうかということでした。 

 事務局からご回答があれば、よろしくお願いします。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 冬のバリアフリー、除雪に関しましては、建設局に

おいて、冬のみちづくりプランなど、行政計画の見直しをかけるはずでして、もしかした

らそちらでの議論になろうかと思いますが、庁内で情報収集をしまして、こちらの会議が

適切か、それとも既に検討を進めているなら、そちらなのかについて情報提供をしたいと

思います。 

 また、サインについて、あるいは、漢字やアルファベットへの対応、わかりやすい版に

ついては非常に貴重なご意見かと思いますので、きょういただいたご意見を整理させてい

ただき、部会で再度ご議論をいただこうと思っております。 

○石橋会長 ほかにご意見はございますか。 

○中田委員 公募委員の中田です。 

 議論が拡散していることが気になっているのですが、今、審議しているのは、議題４の

第１０期推進会議の検討事項及び検問部会の設置についてでいいのですね。 

○石橋会長 はい。 

○中田委員 先ほど、事務局から、ハード面として、公共的施設のバリアフリーチェック

を主にやる部会を、ソフト面として、「心のバリアフリーガイド」などのパンフレットや

今配っている体験記にかわるものを見直すような部会を設置するということで、そこまで

は理解できました。しかし、その後、いろいろな人が意見を言っていて、多分、それが本

筋だと思うのですが、まず、二つの部会を設置したら、皆さんがどちらかの部会に所属し、

部会長や副部会長を決め、年四、五回の会議をやってと進んでいくと思うのです。 

 それがどういう名称になるかはいまいち見えませんが、例えば、第９期であれば、ハー

ドに関しては優しさと思いやりのバリアフリー部会、ソフトに関しては心のバリアフリー

部会ということですね。これは伝統的な感じで、第５期にも優しさと思いやりのバリアフ

リー検討部会があって、第７期も第９期と同じ部会名称で、第８期は優しさのほうだけが

あり、第９期は先ほど言った二つの部会があるということですよね。 

 これを継承するのか、同じではちょっとつまらないので、新規で追加して、改称した部

会を設置するのか、また、私はどちらに行くかとか、その辺も含めて考えていました。 

○石橋会長 ありがとうございます。 

 まず、部会の名称について、事務局からご説明をよろしくお願いします。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 部会の名称につきましては、この後、ご了承いただ
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ければ、来年の１月から３月の間にハード面とソフト面のそれぞれの部会の第１回目を開

催するのですが、そこで改めて部会委員の皆様に部会の名称を決めてもらおうと思ってお

ります。ですから、ハード面の部会だからといって、これまでの名称を必ずしも継続しよ

うとは考えてございません。 

 例えば、優しさと思いやりという言葉については、障がいの団体の方から、思いやりと

いう言葉はちょっと上から目線といったご意見をいただいたこともありまして、そういっ

た観点からも見直しがあってもいいのかなと思っております。 

 また、後ほど説明しようと思っていたのですが、部会の割り振りに関しては事務局で調

整させてもらおうと思っておりました。この際、公募委員に関しては希望をとらせてもら

いたいと思っておりますが、どちらかの部会に寄ってしまうということがあってはいけな

いので、最終的には会長とで調整させていただこうと考えてございました。 

○石橋会長 ありがとうございます。 

 では、公募委員でまだご発言をいただいていない沖村委員からもしあればよろしくお願

いします。 

○沖村委員 公募委員の沖村です。盲ろう者です。 

 話がちょっとずれていましたら、申しわけありません。 

 前回の第９期の２回目の議事録が届いておりました。それを読みまして、西２丁目の地

下歩行空間のことだったのですけれども、床のペイントに関して、下を向いて歩いている

と前の人とぶつかるようなことがあるかもしれない危険があるので、それはやめて、壁や

柱などに案内板をつけることにしましたというような回答がありましたが、ちょっと残念

な思いがしました。 

 といいますのは、私ごとですが、きょう、ここに来るのに地下鉄東豊線に乗り、大通駅

でおりました。このように、なれた場所はひとりで歩いています。しかし、たまたま、そ

のときにちょっとぼーっとしていたのか、大通駅を乗り越してしまったのです。それで、

あれっ、ここはどこかなと思ったのですが、周りもざわざわしていましたし、案内放送が

少し聞きにくかったのです。それに、東豊線ではほとんどが新型の地下鉄になっておりま

すので、車内の表示が本当に見づらく、内容もくるくると変わっていき、読み取ることも

難しく、結局、乗り越してしまい、豊水すすきのまで行ってしまいました。 

 その後、反対路線に乗ったのですけれども、大通駅でおりてから、今度は東西線のほう

に向かったのですけれども、いつもとちょっと違う場所に出てしまい、迷ってしまったの

です。さらに、迷ったところが人通りの少ないところでした。いつもは白杖を持っている

と誰かが助けてくださるのですけれども、歩いている皆さんも忙しそうでしたので、迷い

ながら床の点字ブロックの横に方向のついている色表示に沿っていきました。しかし、方

向が違ったようで、今度は別なほうに向かっていき、やっといつものコースにたどり着い

たのです。 

 私たち弱視の者にとって、壁にあるものは見えづらいのです。床表示やエスカレーター
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の矢印などは本当にすごく助かっているので、そういうことをこれからも考えていただき

たいなと思うのです。 

 さっぽろ駅と大通駅だけにはそういう表示があって、すごく助かっています。きょうは、

本当に不安な思いをしてうろうろ歩きましたが、本当に助かったので、お話しさせていた

だきました。 

 また、別のことですけれども、歩道のペイントが剝げており、見えづらくなっている場

所が多くなっています。また、信号機の音声案内がありますが、あれがない場所も結構あ

るのです。それから、歩道に点字ブロックがない場所もあります。 

 これらはお金もかかることですので、無理は言えないのですけれども、車道に出る角の

ところだけでも点字ブロックがあったらいいかなと思っていますし、信号機についても、

視覚障がい者が住んでいるところだけでもせめて音声信号機を設置していただけたら助か

ります。 

 仲間にも聞いてみたのですけれども、信号は見えづらいのです。光の角度によって、今

まで見えていたものでも、お天気がよかったり西日が差したりすると見えにくいこともあ

るのです。音声案内がついていれば、難聴の方には助かるというお話も聞きました。 

 ですから、そういうことについてバリアフリー部会で取り上げていただきたいと思いま

すので、どうかよろしくお願いいたします。 

○石橋会長 ありがとうございました。 

 ここまで来るのに少しご苦労があったというご紹介を交えながら、問題提起といいます

か、いろいろ示唆していただけたかと思います。単純なサインだけではなく、複数のサイ

ンを掲示することによってわかりやすさがより増すのではないかということでした。そし

て、視覚障がい者の方に対しての配慮です。特に床のサインについて、今は雪が積もって

いますから余りわからないのですけれども、点字ブロックが剝がれていたりしますが、メ

ンテナンスという視点での対応もあるのかなと思いました。信号が見えづらいことや音響

信号の設置状況についてもご意見をいただきました。 

 特に、ハード面について、問題がいろいろとあるのではないかということでしたが、こ

ういう内容に関して、ハード部会で議論をしたり情報交換をしたりする可能性について教

えてください。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 内容が多岐にわたっていて、関係部署も複数ありま

す。また、信号機の設置になってくると、警察の所管になりますので、この会議の中で全

てを網羅することはちょっと難しいかもしれません。ただ、我々がわかる範囲で情報収集

をしたり、情報提供をすることはできる余地もあるかもしれませんので、今回いただいた

ご意見については次の部会までにできることとできないことを整理したいと思います。 

○石橋会長 今、公募委員の方からご意見をいただきましたけれども、きょう出席されて

おられる方のお名前を見ますと、例えば、建築士会所属で、建物をつくる立場に携わって

おられる東委員がいらっしゃいますので、もしご意見がございましたらお願いします。 
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○東委員 北海道建築士会の東と申します。 

 私も２期目になります。バリアフリーチェックには何回か同行させていただいたのです

けれども、特に先ほどお話がありました白石区の施設に関しては時期が非常に遅く、引き

渡し直前でした。そういうときにご指摘をしても手戻りになりますし、お金もかかるため、

結局は手書きの紙を張って終わりみたいな、そういう情けない手直しくらいしかできない

のだったら、この会議の意味がないのではないのかなと非常に残念な思いをしました。 

 これには現場の安全もあるのですけれども、現場でできないのだったら、それをカメラ

で映してくることもできると思うのです。また、私たちは図面を見るのが得意なので、大

体予測はつくので、図面を持ってきてくれれば、我々が皆さんに補足説明をすることもで

きるのです。ですから、そうした工夫がもう少し要るのではないのかと思いました。 

 また、細かいことですけれども、最近は、１週間に１回くらい地下鉄を利用するのです

が、階段のところに上る矢印とおりる矢印があり、分けるようになっているのですが、ほ

とんど守っておりません。東京なんかに行くとみんながちゃんと守っているのですね。あ

れだけ人が多いので、それを守らないとどうなるかを皆さんがわかっているから守るので

しょうけれども、札幌では、どこかのんびりしていて、守っていないのです。ただ、あの

矢印をもう少し大きくするなど、何か方法はあるのかなと思います。 

 また、車両内に関してです。手すりはいいのですけれども、例えば、混んでいるときに

真ん中に立ったら、つり革が長いのと短いのとランダムについているところと全くないと

ころとがあったのです。私は身長が１５３センチぐらいですけれども、やはり低いほうが

楽です。これはどういう基準でつけているのかはわからないのですが、細かい配慮だと思

うのです。そういうことに対してもう少しきめ細やかな工夫も必要だなと日々の暮らしの

中で感じています。 

○石橋会長 ご意見をありがとうございました。 

 １点目にご指摘いただいたチェックの時期の問題については、たしか、私も東委員と一

緒に行きましたが、全く同じように感じております。 

 多分、この後、具体的に部会の中で議論はされると思いますけれども、事務局として、

今の段階で何かこういうふうな方向性で少し考えているなど、お考えがありましたら、ご

説明よろしくお願いします。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 石橋会長のおっしゃるとおり、バリアフリーチェッ

クの手続に関しましては、部会で具体的にご議論いただこうと考えておりました。事務局

としても前期のバリアフリーチェックの反省を踏まえなければいけないと考えております

が、工事部局との調整もあるため、現場に入ることは難しいかもしれません。そうなると、

ご意見があったように、事前に図面なり何なりをいただくなど、わかりやすくチェックで

きるシステムをつくるかことに重きを置いていく必要もあろうかと思います。 

 そういったことから、委員の皆様の知識等を活用させていただき、よりよい手続にして

いきたいと思いますが、具体の議論に関しましては部会を経たいと思いますので、よろし
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くお願いいたします。 

○石橋会長 東委員には実務のご経験が非常にあろうかと思いますので、部会においては、

バランスのとれたといいますか、専門家の立場からのご意見をいただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 ほかの委員からご意見はございませんでしょうか。 

 それでは、バス協会の野川委員から何か意見があれば、よろしくお願いします。 

○野川委員 今、車両内のつり革の話が出たのですけれども、バスに限ってお話をさせて

もらいます。 

 車体構造基準というものがあり、例えば、間口は何センチ以上にしなさい、段差は何セ

ンチ以下にしなさい、椅子の感覚は何センチ以内にしなさいなどがあり、それにのっとり、

基準をクリアしたものになっているのです。ですから、つり革を長くすることについて、

バス協会としてオーケーになっているかどうかは今の段階では把握していないのですけれ

ども、多分、そういう部分の基準があるので、長くしたり短くしたりするのはなかなか難

しいのかなと考えております。 

 このほか、車体基準など、いろいろとありますので、単純にいかない部分もあるのかな

とは思っております。 

○石橋会長 解説をどうもありがとうございました。 

 私も聞きかじった話があるのですが、車内の手すりなど、事故があった際も含め、非常

にシビアな基準があると以前に聞いたことがあります。そういった基準を持って、それを

守った上で、では、それをよりよく使うにはどうしたらよいのかですが、そこが知恵の絞

りどころでもありますし、ひょっとしたらそういったことを考えるのが、我々の大学など、

開発をしている立場の人なのかなとも思います。 

 ただ、今お話しいただいたような車体構造基準があるのだよということを知らない方が

結構多いと思うのです。ですから、実務に携わっている方には、最新の取り組みなど、前

提としてこういう条件があるのですよといったような情報を積極的にご提供いただけたら

なと思います。 

 そうしましたら、そのほかにご意見はございませんか。 

○近藤委員 視覚障害者福祉協会の近藤です。 

 私が今危惧しているのは、先ほどのお話の続きのようなことになるのですけれども、市

民交流プラザについて、来年の秋のオープンに向けてぜひバリアフリーチェックをと思っ

ております。これまで、身体障害者協会や視覚障害者福祉協会、さらには、点字に関して

歩行訓練士がいまして、そういう者も交えながら、図面上ではかなりの回数をチェックさ

せていただいています。ただ、図面ではわかり切れない部分があろうかと思うのです。 

 先ほどのお話でもありましたけれども、現場に入れなくても、映像を見せていただけれ

ば、こういう状態になっているよとガイドヘルパーなどが教えてくれ、理解できると思い

ますので、ぜひ事前のチェックをさせていただけたらなと思います。 
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○石橋会長 ただいま近藤委員からご指摘があったのは、市民交流プラザについてです。

創世１．１．１区（さんく）で今トンカチやっていまして、年度内に本当にできるのかな

と思いながら時々側を通っているのですけれども、非常にシンボルとなるような建物であ

りますし、障がい者の方や高齢者の方が使いやすいのかどうかについて非常にご心配され

ているというのは私も非常に同感するところです。 

 やはり、図面ではなかなかわかり切れないといったようなことでありますので、繰り返

しになりますけれども、ハードの検討部会として、それ以外の方法でチェックをしたり、

意見を言ったりできる手法はないのかについては議論の中に必ず入れていただきたいと思

います。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） わかりました。 

○石橋会長 ありがとうございます。 

 ほかにご意見はございませんか。 

○木下委員 肢体障害者協会の木下です。私は、車椅子使用者です。 

 「心のバリアフリーガイド」の改訂版を作成するときに私もかかわったのですが、その

とき、これをいかにみんなに知ってもらうかについて話し合われたのです。私自身の体験

として、機会がいっぱいあるのにもかかわらず、年々、声がかからなくなるのです。前は、

お手伝いしますか、押しますかと結構言ってくれたのです。これは私だけではなく、車椅

子の多くの方も前より声がかからないという話でした。 

 こういうようなことでいろいろ困っているわけで、啓蒙活動をしていても実際の場面に

なかなか結びついていないような気がします。だから、「心のバリアフリーガイド」から

実際の場面でどういうふうに行動に結びつけるようにするかがすごく気になっています。 

○石橋会長 木下委員の意見としては、心のバリアフリーの話でした。 

 私も思い返していたのですが、言葉は悪いですけれども、ハードが整えば整うほど、自

分で何とかできるのではないのと思って見てしまう、考えてしまうことがふえてきている

なと思います。その結果としてなかなか声がかかりづらくなっているといったような構造

もあるのかなと思いました。 

 ですから、普及啓発ですね。そして、普及啓発をするのはいいのだけれども、それを行

動に移すといったところをどう担保したらいいのかで、これは非常に難しい話ですが、重

要な話だと思います。 

 こうしたことは部会の中ではどういうふうな議論になるのでしょうか。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 確かに、おっしゃるとおり、具体の行動にどうやっ

て昇華させるかは非常に難しいところですし、市民の皆様の行動を義務づけるというのも

やはり難しいと思うのです。ただ、我々としては、心のバリアフリーをどう普及させてい

くかの取り組みを徐々にやっているところです。 

 具体的には、学校に出向いての出前講座であったり、普及啓発冊子をつくることもそう

ですが、マナーの問題をどう広めていくか、この方法論は宿題とさせていただきたいと思
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いますが、ソフト面の部会で皆様からご意見等をいただきながら、普及啓発策を考えてい

きたいと思います。 

 明確な答えは言えないのですけれども、以上でございます。 

○石橋会長 今お話しいただいたことは、今のご意見も兼ねて、心のバリアフリー部会の

中で取り上げてもいいのかなと思います。 

 ほかにご意見はございませんか。 

○麻生委員 私は、精神障害者家族連合会の理事です。 

 このまちづくり推進会議の歴史を見ますと、やはり、心のバリアフリーについては非常

に関心が高いのですね。身体に比べ、精神の世界はなかなかわかりにくいということです

が、第４期で心のバリアフリー部会が立ち上がっているので、すばらしいことだなと感じ

ました。それから約５年がたって、「心のバリアフリーガイド」ができたわけで、すばら

しいと思います。この中では、精神の世界というか、内部障がい、知的障がい、発達障が

い、精神障がいのこともちゃんと記載されているわけです。これは、我々の世界からすれ

ば画期的なことだと思っております。 

 札家連では、毎月、市民講座として精神療養講座をＷＥＳＴ１９の講堂でやっているの

です。全ての市民が対象でして、お医者さんや病院のスタッフなどを講師に招き、精神障

がいの世界のお話をしていただいていまして、道新に案内を載せて啓蒙もしています。こ

のように何百回と回を重ねているのですけれども、来ておられる方に一般の方と見られる

方は非常に少ないのです。関係する家族や施設の方、学校関係などであって、いかに一般

の方に理解してもらうか、あるいは、偏見を少なくしてもらうかは本当に悩ましいところ

なのです。 

 私が一番期待するのは、小・中学校に関してです。今、小学校５・６年生ぐらいに配付

するというガイドがありますよね。最初にこちらでつくって、今は社協に移して、そちら

で渡しているように思っているのですけれども、それを見ると、身体関係、あるいは、視

聴覚が主たるものになっているように思うのです。本当はそこに精神障がい、発達障がい、

知的障がい、さらには、高齢も含むのでしょうか、そういうことについて本当に小さいと

きから知ってもらうというか、理解を進められないかと思っております。６年生でしたら

１０年もたてば成人となり、すばらしい大人になってくれると期待したいのです。 

 今、教育現場では先生もなかなか大変らしいのです。でも、そこを掘り下げていけば、

世の中の理解が進み、偏見もなくなっていくようなことが一番期待できるのかなと思って

います。見直しも当然されていくのでしょうけれども、そうしたことをぜひ進めていけれ

ばなと思っております。 

○石橋会長 ありがとうございました。 

 今ご指摘いただいたのは一般への周知ですね。特に、小学生など、若い子どもに対し、

身体障がいへの理解を強力に推し進めていただきたいというご意見だったと思います。 

 心のバリアフリーの今期の課題として、簡易版をつくるといった中で、精神障がいを初
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め、知的障がいや発達障がいのことも当然入ってくると思います。発達障がいですと、ま

さに小学生が当事者となります。 

 ただ、簡易版の中で精神障がいの概念を伝えるのは非常に難しいことだと思います。こ

れは私個人のお願いになるかもしれないのですけれども、簡易版の作成においては、麻生

委員には、どう表現したら小学生が理解できるのか、専門の立場から知恵をおかしいただ

けたらなと思います。 

○麻生委員 表紙に精神障がいの人はどんな人かなというイラストがあって、車椅子の方

や盲導犬を持っている人、さらには赤ちゃんを抱いている人などありますので、こういう

方を手助けするのだなということはわかりますが、精神に障がいを持っている方はどんな

感じかなと思うと、どんな人がイラストを描いたのかはちょっとわからないのですが、こ

のイラストを見ると、漫画でいえば、もやもやとした網の目みたいなものがありますが、

ある意味、あれが非常にあらわしているのかなと思います。頭の中がもやもやとしている

ような人もいるのだということですよね。 

○石橋会長 今、改訂作業中と事務局から最初にご説明がありましたが、今言っていただ

いたイラストについても、間に合うようであれば、工夫していただければと思います。 

 ほかにございませんか。 

○吉田委員 吉田です。よろしくお願いいたします。 

 今、皆さんのご意見を伺っていて、私は、前期は心のバリアフリー部会に所属していた

のですが、皆さんがせっかく時間をかけ、決意も込めてパンフレットなどの紙媒体もつく

ったのですが、それがどう活用されるのかとか、あるいは、それをどう生かして木下委員

がおっしゃられたような行動につなげていくのかは、毎回、議論の中で課題として上がっ

ておりました。 

 次回は小学生向けとターゲットが明確に決まっているのであれば、小学生に対して、こ

れをつくることによって、何を狙いとし、どう活用して、仕上がり像ではありませんが、

麻生委員のおっしゃっていたように、それで１０年後の未来のすてきな大人につながると

いうようなコンセプトを持った上で活用法を考えることが大切なのかなと話を伺っていて

思いました。 

 ですから、これから上がってくる改訂版もそうですけれども、誰をターゲットに、どう

活用するかについて、つくっていく委員に見えない中で進めていったという手探りなとこ

ろもあったかと思いますし、課題でもあるのかなと思いますので、そういった議論ができ

るような部会であったらいいかと思います。 

○石橋会長 ありがとうございました。 

 これを現場でどう使うのかを想定しながらつくらないと意味がないというのはまさにお

っしゃるとおりかと思います。 

 今、聞いていて思ったのですけれども、例えば、「バリアフリー大研究」という既存の

ものがあるとご紹介いただいたのですけれども、逆に、教育現場から、これをどういうふ
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うに使っているのかといったような情報の収集はできますでしょうか。それをした上で、

この辺がわかりにくいから実は余り使い物にならないのだというような意見があれば、簡

易版をつくるに当たっての一つの手がかりなのかなと思うのですが、難しいでしょうか。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 確かに、教育でどのように使われているかは把握し

ていません。先ほど話題に出ましたが、社会福祉協議会でも別の福祉読本をつくっていま

して、この見直しもしているところでして、そこでもしかしたら教育の情報をつかんでい

るかもしれないので、そこでの共有を図りながらやることはあるかと思いますし、今後見

直す中で必要であれば教員のご意見も聞くなど、いろいろと手法はあるのかなと思います。 

 現在、確かにばらまいただけで、どう使っているかまでは把握していないところは申し

わけなく感じます。 

○石橋会長 ありがとうございました。 

 それでは、森岡委員、よろしくお願いします。 

○森岡委員 森岡でございます。 

 最後になりましたけれども、皆さんのご意見をいろいろ聞いてお勉強に物すごくなりま

した。私はボランティアに力を入れています。今、高齢者や障がい者のお話など、いろい

ろと出ましたけれども、どちらかといえば、今、問題になっているのは高齢者です。認知

症の方が物すごくふえていますし、認知予備軍もいるのです。４０代からなるそうです。

そこで、早目に病院に行って診察してくださいと言えばとめられるのですけれども、そう

しないからどんどん悪くなってしまうのです。 

 今、札幌市では施設が３００を超えましたけれども、それでも入れない状態です。しか

し、一般の人はそれをわからないので、動けなくなったら施設に入れればいいのだと簡単

に思っているけれども、今はそういう状態にはなっておりません。何とかこれを打破しな

ければと思っております。 

 先ほど、小学校からこういう勉強をして、それが当たり前の生活にしていかなければい

けないと言いますけれども、ひょっとしたら間に合わない状態です。あと５年したら、４

人に１人が認知症になっているのです。年齢ではございません。そういう状態になってき

ているのです。 

 私たちはボランティアとしていろいろなところに行きますけれども、こういうことをも

う少し考えなければならないと思うのです。育成していくために何とかできるような方法

はないのかと思います。 

 道を歩くにしても、高齢者になりますと、横断歩道を渡るのに３倍の時間がかかります。

だから事故が多くなるのです。そして、皆さんも運転をすると思いますが、この年齢をも

う少し考えなければとも思います。 

 私も後期高齢者になったものですから、すごくわかります。どこに行っても階段はあり

ますよね。今度、これを言わなければいけないと思ったのは、階段の段差をもうちょっと

低くして、その分、幅を広くしてほしいのです。そうしなかったら、高齢者はつまずくの
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が当たり前です。足を上げているつもりが上がっていないのですよ。８０歳を過ぎますと、

それが物すごくわかります。これをもうちょっとこうしてくれれば高齢者も階段を上がれ

るのにと思います。幅にゆとりがあれば、階段でつまずくことはありません。今、２ます

のところを１ます半にして、奥行きを深くしてほしいのです。 

 これからは高齢者が多くなる時代ですから、考えに入れてほしいなとつくづく感じまし

たので、これから建物をつくるときはそのように考えてほしいのです。 

○石橋会長 ありがとうございました。 

 認知症のこと、そして、階段は傾斜が緩くなったら上がりやすいのではないかというこ

とですね。要するに、踏み面と言いますけれども、足を乗せるところですね。 

○森岡委員 段差が高いと、足を上がったつもりでも上がっていないので、事故が起きる

のです。 

○石橋会長 それは高齢者の身体的な特徴を理解しないといけない問題ですよね。 

 小林委員、これに加えて何かご意見があればお願いします。 

○小林委員 今、４人に１人が認知症という話が出ましたが、我々の老人クラブでもいろ

いろな活動をしていまして、その中で認知症サロンを設けているクラブもございます。そ

の中では、認知症に対する理解を深めていかなければいけないということで、３世代交流

といって子どもたちも巻き込むものをするなど、少しずつ認知症に対する理解を深めてい

くような取り組みを進めていこうと考えております。 

【■「優先席」について、この後、浅香副委員長から「専用席」であるとの訂正がありま

すので、この場での発言は「優先席」のままとしております】 

 また、先ほどから聞いていますと、どちらかというと、負の意見が多かったような気が

しました。実は、ことしの８月に第２１回日本福祉のまちづくり学会全国大会がありまし

て、そこで公共機関の優先席の問題を取り上げた方がいました。それで、私どものところ

にも取材が来ましたし、たしか、ほかにも障がい者団体にも行っていたと思います。それ

は何かというと、札幌の公共機関、いわゆる地下鉄の■優先席は非常にマナーがいいとい

うことでした。それはなぜかということで、それに着目して研究をした方なのですね。結

論として、一つは、長い間、■優先席を一生懸命ＰＲしたのが大きいのではないかなとい

うことでした。実際にこれだというのはなかったみたいで、逆に言いますと、札幌の人の

おおらかさがそこにあるのかなというような話をされていました。 

 札幌市の地下鉄の■優先席は先進的だということで、そうしたことを子どもたちに引き

継いでいくような施策など、いろいろな考えを持つくことが必要なのかなと思います。 

 それから、いろいろな施設において、バリアフリーということで、例えば、滑りどめを

つけたり、点字ブロックをつけたりしていますけれども、その後のアフターフォローが非

常に悪いと思うのです。 

 先ほど出ていた地下鉄白石駅についてですけれども、私もこの前に行ったときに危うく

滑りそうになりました。なぜかというと、階段のところについている滑りどめのゴムが、
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人通りが多いものですから、すり減っているからです。新しいものの点検も大事ですけれ

ども、古い建物のバリアフリー設備のチェックもこれからは大事ではないかなと思います。 

 結局、新しいものも間に合えばいいのですけれども、間に合わなくて、何か間に合わせ

みたいな形でつくり、それがそのままになって、年数がたつともっとひどい状態になって

いることもあるのです。 

 そこで、ソフト面では、先ほど言いました■優先席について、札幌はマナーが非常にい

いのはなぜかを討議する、あるいは、ハードの面では、今言いましたような施設のバリア

フリーについて、アフターフォローをどうやっていくのだということを議論していくこと

が大事かなと話を聞いていて感じました。 

○石橋会長 ありがとうございました。 

 札幌市が誇るべきことを積極的にＰＲするといったような考え方もあるのではないかと

いう貴重なご意見だと思います。確かにそのとおりでありまして、できないことを挙げる

よりも、我々として、自慢ではないですけれども、誇るべきといいますか、ほかの地域も

見習ってほしいものは積極的にＰＲするという考えには私も同意します。 

 それでは、坂口委員、何かご意見はありますでしょうか。 

○坂口委員 私は、特に障がいはなく、高齢者の立場でこの会議に参加させていただいて

います。福祉のまちづくりという命題の中で、障がい者に主体を持って、いろいろとまち

づくりに尽くしていると理解をしていたので、高齢者に対してということは余り意識して

いませんでした。しかし、いろいろと話を聞いていると、年寄りにも認知症の方がふえて

云々などのお話もあるということですね。 

 今、地下鉄の専用席についてのお話がありましたが、僕も非常にマナーがいいなとは思

います。しかし、その前に座っている人も含め、禁止となっている携帯電話を利用してい

る人が非常に目につくのです。それで、専用席に座っている人に、使用を禁止とお願いを

しているのに、座っている人が使ったらもっと恥だよと二、三回注意したことがあるのだ

けれども、絶えずにらまれています。 

 僕はバスと地下鉄の両方を利用してまちへ出てくるのですが、非常に気になるのはバス

です。バスは専用席ではなく、優先席になっていますから、若い人が座ることは余りない

けれども、年寄りが座っています。しかし、そこでも携帯電話の使用が非常に目につきま

す。注意する人はなかなかいないですし、これが本当に障がい者に影響を与えるのかどう

かという問題もあるのでしょうけれども、マナーとして禁止をしているのに、それが守ら

れていないのは非常に目につきますし、何とかならないのかなといつも思っています。 

 年寄りは、特に障がいがなければ、携帯電話を使われていようと特に影響はないのです

けれども、控えるように、マナーとして禁止しているのであれば使わないようにしたほう

がいいかなと思います。 

 また、福祉のまちづくりに直接はつながらないけれども、地下歩道などでは、ながら族

というのか、歩きながら携帯電話をいじっている人が依然として目につくので、これが何
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とかならないものかなと常日ごろ考えています。これを防止するいい知恵があるのかどう

か、もしいい知恵があったら教えてほしいなと思っております。 

 僕ら高齢者も、障がい者に対して、できる限り席を譲ったり、いろいろなことをしてあ

げたいと思っているのですが、地下歩道を見ていると、白杖をついている人、車椅子に乗

っている人がいても、健常者は平気で点字ブロックの上を歩いたり、遮ったり、障がい者

がいるということを自覚せずに平気で歩いているので、マナーの一つとして、年寄りも若

い人も気をつけて、譲る気持ちをもっと醸成していかないといけないのかなと常日ごろ思

っています。 

 とりたてて、ここがどうだ、ああだということはないのですけれども、福祉のまちづく

りのために、若い人も年寄りも含めて、みんなが少しでもそういう気持ちになれるような

布石というか、そういう施策が何かあればいいかなと考えています。 

 きょうも医大とＮＴＴ病院の間をたまたま通ってきたのですが、２人の車椅子の方とす

れ違いました。後ろから歩いてくる人も前から来る人もたくさんの方がすれ違ったのに、

雪の上で非常に苦労されている車椅子の方に手をかそうとする人は誰もいませんでした。

これを見て、マナーがなくなったのか、自分も忙しいから手助けができないのか、もっと

マナーが向上するようなまちづくりに貢献できる施策はないかなと感じました。 

○石橋会長 ありがとうございます。 

 携帯電話やマナーについてのご意見だったと思います。 

 ちなみに、携帯電話のながら歩行については、東京の地下街を歩きましたら、ながら歩

行はやめましょうという張り紙が結構出ています。見ながら歩いて前の人と衝突するとい

うことがあるようです。 

 先ほど階段の上りおりが何とかならないかというご意見もあったと思いますけれども、

そんなことと共通しているのかなと聞きながら思いました。このことも心のバリアフリー

に関することで、どこまで含めるのかはかなり難しいところですが、議論をしていきたい

なと思います。 

 それでは、浅香副会長、よろしくお願いします。 

○浅香副会長 浅香です。 

 皆さんがいろいろとお話をされましたので、半分ぐらいはダブってしまうかなと思いま

す。 

 先ほど小林委員が地下鉄の優先席とおっしゃいましたが、全部が専用席なのです。調べ

てみたら、専用席としているのは全国の中で札幌市だけだそうです。坂口委員がおっしゃ

ったように、これは昭和５０年ぐらいからだそうですけれども、ここ四十数年の市民、道

民の心が醸成した結果なのだろうなということを調べている方がお話しされました。 

 また、歩きスマホのお話をされましたけれども、私がさっぽろ駅から大通駅まで地下歩

行空間を歩くと、３回から４回ぐらい立ちどまります。向こうから来て、ぶつかるなとわ

かるのですけれども、どけようとは全然しません。だから、私が一旦立ちどまり、横にず
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れるほかないのですけれども、そういう場面は地下歩行空間で多く見受けられます。 

 また、今、障がい者に関し、一番問題になっているのは、エスカレーターです。片側を

あけて上るキャンペーンをしているらしいのですけれども、東日本は右側を歩く、西日本

に行ったら左側を歩くということで、笑い話では、半分ずつ移住すれば歩くことがなくな

るのだと言っています。それはさておき、要点を絞って、この会議の中ではそういう危険

なことをしないような方策を考えられればと思います。 

 例えば、吉田委員が前回おつくりになられたような福祉読本ではないですが、「心のバ

リアフリー」についても、ただだめだと言うのではなく、こういう方がいるから危険なの

だ、エスカレーターでは、片麻痺の方はどちらが麻痺になっているのかがわからないでし

ょう、そうすると、つかむ場所は左右のどちらにもなります、そういう方のために歩いた

らだめですよというきちんとした理由づけを書きながら訴えていく方法もいいのかなと思

っています。 

 さらに、近藤委員がおっしゃったように、市民交流プラザについて、私たちも図面上で

の説明は何回も受けました。２０年前にできた札幌ドームのときは、屋根だけができた椅

子も何もないときから、３回も４回もヘルメットをかぶり、現地でのバリアフリーチェッ

クをさせていただきました。椅子がないと本当に何が何だかわからない状態で、ここが車

椅子専用の場所になりますと言われ、よかったねと言っていて、椅子が全部できて、いざ

オープンのときに行くと、前が通路で、その後ろが車椅子席なものだから、とてもあずま

しく野球なんか見ていられない状態でした。それで、何とか変えてくださいとなりました。

行ってもそういう状態だったということです。 

 市民交流プラザについては、近藤委員がおっしゃったように、設計図を見ていただきた

いのですけれども、行ったらきっとびっくりすると思います。エレベーターのおりるドア

が階によって背中のほうだったり前だったりするのですか。駅みたいに１階と２階しかな

いなら別ですが、地下２階から地上４階までばらばらだったら大変です。乗るだけでも交

差しなければならないので、私たちも大反発をして、何とかしろと言ったのですが、構造

上、もう直せませんという話でした。ですから、見て、手いっぱい怒りたいと思います。

来年１０月にオープンですので、何をやっているのだと言っていただきたいと思います。 

 また、中央体育館が、来年だったか、新しく厚生病院の近くに建てられますので、そこ

についてもバリアフリーチェックは必要でしょう。また、動物園なんかも、バリアフリー

チェックに行っていらっしゃる方が結構いるのですけれども、象がここ１年ぐらいに４頭

ぐらい来るということで、象舎を新しくつくっていると言っていましたよね。だから、そ

ういうところの手すりの高さを初め、ここにあったら車椅子の方には見えにくいなど、い

ろいろとあるかと思いますので、そうした細かなところもチェックすることが必要でしょ

う。 

 ソフト面には、歩きスマホとエスカレーターについて、バリアフリーチェックでは、市

民交流プラザや中央体育館、さらには動物園が改装されていますので、見ることが必要な
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のかと思います。 

 私も４期か５期ぐらいやらせてもらっているのですけれども、毎回、最後の回になると、

物足りなかったと異口同音におっしゃいます。第９期は全体会議が２回と、部会が４回で、

２年間で６回顔を合わせたことになるのでしょうけれども、物足りないのであれば、見る

ものや協議するものをどんどんつくったほうがいいのかなと思っています。 

 余計なことですけれども、つい最近、どこかで自転車に乗りながらスマートフォンをし

て、もう片方の手にはアイスクリームか何かを持っていて、ぶつかった方が死亡されたと

いうことがあります。いろいろな例をとって討論を深めながら、かつ、現場の検証やキャ

ンペーンをするなど、そういうことも必要だと思います。 

 大分ダブっていたと思いますけれども、よろしくお願いいたします。 

○石橋会長 ありがとうございました。 

 やってやろうぜみたいな非常に意欲にあふれた意見表明だったのかと思います。 

 司会の不手際で、お時間が少し超過しております。 

 各委員から一言ずつはご意見をいただけたのかなと思いますので、まとめたいと思いま

す。今、さまざまな宿題やご意見をいただきましたが、これを踏まえまして、今期の推進

会議におきましては、第９期に引き続き、名称はまだ決まっておりませんが、主にハード

面について審議する部会とソフト面について審議する部会の二つを設置するということで

よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○石橋会長 ありがとうございます。 

 先ほど申し上げましたとおり、部会の名称でありました審議事項については、事務局で

整理していただき、中でもんで決定していくという流れで進めさせていただきたいと思い

ますが、これについてもよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○石橋会長 ありがとうございます。 

 そうしましたら、二つの部会を設置し、進めさせていただきます。 

 それでは、各部会のメンバーについて、事務局からご提案をよろしくお願いします。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 専門部会のメンバーですが、今、ハードとソフトの

両方の部会を設けるということでご了解いただきましたので、推進会議委員の皆様にはど

ちらかの部会に所属していただきたいと考えております。 

 また、この推進会議は、学識経験者、事業者、関係団体、公募委員で構成されています

ので、それぞれのカテゴリーで半分程度に分け、一つの部会は１２名程度と考えてござい

ます。 

 選出につきましては、会長、副会長と相談の上、決めさせていただきたいと思いますけ

れども、先ほどちょっと言いましたとおり、６名の公募委員に関しては、事前にどちらに

所属したいかのご意見を伺い、尊重しながら調整したいと考えております。 
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 専門部会のメンバーについての事務局案は以上です。 

○石橋会長 メンバーの選出については、会長、副会長、事務局で決めさせていただきま

すけれども、公募委員の皆様につきましては、事前にいずれの部会に参加したいかをお伺

いした上で決定したいという提案でした。 

 これについて、特に公募委員の方はよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○石橋会長 ありがとうございます。 

 そうしましたら、公募委員の皆様には、後ほど事務局から希望部会連絡票をお渡ししま

す。後日、メールかＦＡＸで事務局宛てに希望したいのはいずれの部会なのかをお知らせ

いただきますようお願いします。それぞれの部会のバランスもございますが、いただいた

ご意見をなるべく尊重した上で調整させていただきたいと思います。 

 そのほか、全体を通して何かご意見はございますか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○石橋会長 最後に、今後の全体会議、部会の開催スケジュールについて、事務局からご

説明をよろしくお願いします。 

○事務局（樋口事業計画担当係長） 今後の全体会議と専門部会の開催についてです。 

 協議、審議内容の進捗など、条件もいろいろとありますけれども、全体会議につきまし

ては、年に１回から２回程度、各専門部会につきましてもそれぞれ年に２回程度の開催を

考えてございます。 

 各専門部会の開催スケジュールにつきましては、ハード面の審議を行う部会につきまし

ては２月ごろ、ソフト面の審議を行う部会につきましては３月ごろということで、いずれ

も年度内には１回目の部会の開催を考えております。 

 また、２回目の全体会議につきましては、二つの専門部会の審議状況によって開催する

時期を決めたいと考えております。各委員の皆様には、開催の１カ月くらい前には開催案

内を送付させていただきますので、そちらでご確認いただくようお願いいたします。 

 今後の全体会議、専門部会の開催スケジュールにいては以上です。 

○石橋会長 ありがとうございました。 

 今のスケジュールについてはよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○石橋会長 ありがとうございます。 

 そうしましたら、部会委員に選ばれた皆様におきましては、専門部会において十分な検

討をしていただきますよう、どうかよろしくお願い申し上げます。 

 以上、本日予定されていた全ての議題が終わりましたので、会議を終了させていただき

たいと思います。 

 長時間にわたりまして、どうもありがとうございました。 
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  ３．閉  会 

○事務局（中田企画調整担当課長） 皆様、大変お疲れさまでございました。 

 第１０期第１回札幌市福祉のまちづくり推進会議は以上で閉会をさせていただきます。 

 なお、石橋会長と浅香副会長におかれましては、この後、少しお時間をいただきまして、

事務局と一緒に部会のメンバーについてご検討をお願いしたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 皆様方には、気をつけてお帰りいただきますよう、お願いいたします。 

 どうもありがとうございました。 

                                  以  上   


